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２学期は、進路について考える機会が多くありました。それぞれの様子について、お知らせしま

す。これらの学習を通して３学期はまとめの時期となります。それぞれの将来のために一歩一歩進

んでいきましょう。 

 

小学部の保護者を対象に、進路学習会が開かれました。

本校の進路指導主事岡村先生より、『中学部や高等部での進

路学習』『卒業生の進路先』『社会に出る子どもたちに求め

られる力』などについて、写真やスライドを使った具体的

な説明がありました。保護者からは就労継続支援 A型、B

型、就労支援、最低賃金などについての活発な意見や質問

がありました。卒業後をイメージして、今からやるべきこ

と、どのような力をつけていく必要があるのか、具体的に

考えることができた良い学習会となりました。 

 

 

 

愛知県刈谷市に本社を構える（株）デンソーの人事部人事戦略室人材活躍推進課の曽根原様と本

校卒業生の須田康矢様に来校いただき、「企業が求める人間像」「社会人になって」をテーマにお話

をいただきました。曽根原様は会社の概要やどんな力を持つ人を求めているのかを、須田様は会社

での 1 日の流れ、学生と社会人の違い、社会に出て働くということについて、実体験を踏まえて

話をしてくださいました。仕事をする上で必要なこと、学生時代に身につけなければならないこと

など、多くのことを考えさせられる時間になりました。 
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第Ⅰ期 ７月 １日～７月 ９日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日～１０月２５日 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１１月８日（金）、キャノンアネルバの小佐野優一さんを講師にお迎えし、「先輩の話を

聴く会」が行われました。小佐野さんは、まずご自身の生い立ちに始まり、本校中学部から県外の

ろう学校を受験したこと、そのために中３の時は毎日勉強

漬けだったこと、県外の高等部では毎日宿題の山で、成績

順が公開されるなどカルチャーショックを受けたこと、大

学時代は青春を一番謳歌したこと、車の会社に就職し車の

技術開発に携わったこと、転職してからのこと、ご趣味の

海外旅行のことなど、多岐に渡る大変ためになるお話をい

ただきました。後半の座談会でも、中学部の生徒から、進

路についてたくさんの質問が出されました。その質問に対

し、一つひとつ丁寧にお答えいただき、生徒たちにとって、

今後の進路を考える大変有意義な時間となりました。 

  

 

 

 

 

○１月２４日（金）に第 2回高等部進路学習会が行われます。山梨県社会保険労務士会の

方を講師に、労働に関する制度やルール、社会に出るための心構え、職場のトラブル例や

解決方法について講義をいただく予定です。保護者の皆様にも参加していただきたく、ご

案内を配布させていただきます。是非ご参加ください。 

 

 

ジット株式会社 仕事内容：ＰＣ入力（商品受注） 

私はこれまでの実習の課題をしっかり意識することができま

した。覚えることがたくさんありましたが、すぐに理解ができ、

仕事をスムーズに進めることができました。また、コミュニケー

ションがとても大切だと改めて感じました。自分から積極的に行

動したり聞いたりすることが大切だということもわかりました。 

ワークスペースエムⅡ 仕事内容：荷物の仕分け、清掃等 

 クッキーの仕上げの仕事が多く、同じ仕事を長い時間続ける事

で集中力が切れそうになるときもありました。私たちが作った商

品は、店などに届き、お客さんの所に行くので丁寧にミスがない

ようにすることが大切だと、仕事を通して分かりました。今回の

実習を活かして、自分の見えてきた課題を意識して学校生活で改

善していきたいと思います。 


